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Research of activation of the harbor district of the Complex Development Type which took in 
the disaster prevention function 




In recent years, the development or redevelopment of the port over the world has become a 
very strongly requirement for the development of adjacent cities or regions. There are 3 
types of development methods in general. 
These 3 types of development methods are as following. Waterfront Development Type: the 
redevelopment of port area that was devastated completely and lost the port function; Super 
Hub Port Type: overhauling the old port facilities, introducing new facilities and equipments, 
and aiming to earn the latest global logistics network hub function; Complex Development: 
original distribution functions and the function named waterfront development function 
which includes both leisure and tourism. 
I have focused on complex development type. In Japan, because of the thriving coastal 
fishing logistics and domestic coastal routes, there are so many regional ports are aiming to 
develop new waterfront function without losing its original features. 
Both in Japan and China, the requirement of complex development for both logistic 
functions and service such as tourism for the port development is studied from now on. 
And, since 3.11, the new type port development which is strong in corporation of disaster 
prevention and leisure and tourist is becoming important.  
In this paper, we present a case study of the Port Amagasaki and Numazu which are based 
on complex development type. The ports are conducted in cooperation with public and 
private sectors caused stronger disaster prevention functions.  
The key points of the complex development are studied base on these 2 ports such as the 










































































































































                                                   














































第 1章 都市再生、港湾政策の流れ 
 



































                                                   







































                                                   
7 1～6段階の分類はCarola Hein編『Port Cities:Dynamic Landscapes 
and Global Networks[Paperback]』Routledge July27,2011 55ページを
参考 

















































































                                                   













































































































































































































する財源もなく、また、その意味もない。     
こうした問題を 21世紀まで持ち越すことはできない。問
題を解決しつつ、新しい港湾の姿を描く必要が生じたので








































                                                   






































































































































を 2003年 11月 20日に立ち上げた。その後、中国地方整


































































録港 10港となっている18（表 5）。 
 
第 4節 課題 
 
しかし、地方港湾の総合空間整備と地方都市の再生を一














































































































































































































































































































































































































































































































結果、苗木の里親は 2011年 4月末の統計で、約 1100名（尼


















































































































































































































第 3 章 沼津港の港湾政策―特定地域重要振興港
湾・みなとオアシス 
 



































                                                   
25 「沼津港港湾振興ビジョン」参考 





























































































































































































































































（3）沼津魚市場 INO（イーノ）  
 
さらに、静岡県と沼津市共同出資整備した水産複合施設



































































































組みにより沼津港の観光客が 2005 年の年間 93 万人から
































2012 年 10 月 6日(土)、7日(日)に福島県いわき市小名浜港



















③ ぬまづ港 BAR（バル） 
 
沼津港周辺のお店が多数参加した「ぬまづ港バル」が、
2012 年 5 月 26 日一回目を開催され。沼津市にある民間企
業である羽野水産株式会社が主催したイベントだ。ぬまづ











































































































































































































































段階 時期 ○都市●港湾 空間的特徴 
経済特性 


















5段階 1970～1990年代  ウォーターフロントの再開
発 
複合集積 




表 2 世界主要コンテナ港湾トップ 10（2011年）       単位(TEU） 
2011年順位 前年順位 港湾名 国名 2011年取扱量 
1 1 上海 中国 3151万 
2 2  Singapore シンガポール 2994万 
3 3 香港 中国 2440万 
4 4 深圳 中国 2257万 
5 5 釜山 韓国 1616万 
6 6 寧波 中国 1469万 
7 7 広州 中国 1440万 
8 8 青島 中国 1302万 
9 9  Dubai USA 1300 万 









表 3 港湾数一覧（国際戦略港湾、国際拠点港湾及び重要港湾） 
区分 総数 港湾管理者 
都道府県  市町村   港湾局   一部事務組合 計 
国際戦略港
湾 
5 1 4 0 0 5 
国際拠点港
湾 
18 11 4 0 3 18 











































56条港湾 61 ― ― ― ― 61 




表 4 官民協働前提の港湾政策 
政策 開始年 プロジェクト名 
みなとオアシス 2003年 11月 沼津港、名古屋港など全国 59港 
みなと振興交付金 2007年 4月 青森港、堀川運河など全国 17港 
運河の魅力再発見プロジェク
ト 







表 5 みなとオアシス登録港 
北海道 港湾名 所在地 登録時期 
みなとオアシス苫小牧 苫小牧港（北海道） 2011年 3月 
みなとオアシスわっかない 稚内港（北海道） 2007年 11月 
みなとオアシス網走 網走港（北海道） 2010年 3月 
みなとオアシス江差 江差港（北海道） 2010年 6月 
みなとオアシスれぶん 香深港（北海道） 2011年 6月 
東北 みなとオアシス八戸 八戸港（青森県） 2005年 7月 
みなとオアシスあおもり 青森港（青森県） 2006年 7月 
みなとオアシス十和田湖 休屋港（青森県） 2005年 7月 
みなとオアシスみやこ 宮古港（岩手県） 2005年 7月 
もぐらんぴあみなとオアシス 久慈港（岩手県） 2005年 7月 
みなとオアシス・マリンゲート塩釜 仙台塩釜港（宮城県） 2005年 7月 
みなとオアシスあきた 秋田港（秋田県） 2005年 7月 
みなとオアシスほんじょう 本荘港（秋田県） 2006年 7月 
みなとオアシス酒田 酒田港（山形県） 2005年 7月 
みなとオアシス鼠ヶ関 鼠ヶ関港（山形県） 2006年 7月 
いわき小名浜港みなとオアシス 小名浜港（福島県） 2005年 7月 
関東 みなとオアシス大洗 茨城港（茨城県） 2008年 12年 
みなとオアシス木更津 木更津港（千葉県） 2008年 12月 
みなとオアシスたてやま“渚の駅” 館山港（千葉県） 2008年 12月 
北陸 みなとオアシス新潟 新潟港（新潟県） 2007年 3月 
みなとオアシス海王丸パーク 伏木富山港（富山県） 2007年 3月 
みなとオアシス魚津 魚津港（富山県） 2007年 3月 
みなとオアシス七尾 七尾港（石川県） 2007年 3月 
みなとオアシス輪島マリンタウン 輪島港（石川県） 2010年 5月 
みなとオアシス敦賀 敦賀港（福井県） 2007年 3月 
みなとオアシスうみんぴあ大飯 和田港（福井県） 2011年 11月 
中部 みなとオアシス沼津 沼津港（静岡県） 2007年 11月 
 みなとオアシスちた新舞子 名古屋港（愛知県） 2010年 5月 
みなとオアシスがまごおり 三河港（愛知県） 2007年 4月 
みなとオアシス津なぎさまち 津松阪港（三重県） 2008年 8月 
近畿 みなとオアシスたいみやづ 宮津港（京都府） 2010年 9月 
みなとオアシス KOBE 神戸港（兵庫県） 2010年 10月 
みなとオアシスあいおい 相生港 2008年 1月 
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中国 鳥取 賀露みなとオアシス 鳥取港（鳥取県） 2004年 1月 
 みなとオアシス宇野 宇野港（岡山県） 2008年 5月 
サイクリングポートみなとオアシス尾道 尾道糸崎港（広島県） 2010年 3月 
みなとオアシス瀬戸田 瀬戸田港（広島県） 2004年 1月 
みなとオアシスただのうみ 忠海港（広島県） 2008年 7月 
潮風公園みなとオアシスゆう 由宇港（山口県） 2005年 7月 
四国 小松島みなとオアシス 小松島港（徳島県） 2008年 1月 
みなとオアシスうたづウミホタル 宇多津港（香川県） 2008年 1月 
みなとオアシス大坂城残石記念公園 北浦港（香川県） 2008年 7月 
みなとオアシスうわじま きさいや広場 宇和港（愛媛県） 2008年 1月 
八幡浜港みなとオアシス 八幡浜港（愛媛県） 2008年 1月 
みなとオアシス伯方 枝越港（愛媛県） 2008年 7月 
みなとオアシス宿毛 宿毛港湾（高知県） 2008年 1月 
みなとオアシスあしずり あしずり港（高知県） 2008年 7月 
みなとオアシス奈半利 奈半利港（高知県） 2010年 9月 
みなとオアシス手結 手結港（高知県） 2008年 1月 
九州 みなとオアシスむなかたおおしま 大島港（福岡県） 2011年 9月 
みなとオアシスからつ 唐津港（佐賀県） 2007年 4月 
みなとオアシス五島福江 福江港（長崎県） 2008年 3月 
みなとオアシス天草牛深 牛深港（熊本県） 2008年 3月 
みなとオアシスかんたん港園 大分港（大分県） 2007年 4月 
みなとオアシス津久見港 津久見港（大分県） 2008年 7月 
みなとオアシス別府港 別府港 2008年 4月 
 みなとオアシス鹿児島 鹿児島港（鹿児島県） 2007年 4月 
沖縄 みなとオアシスあざま 中城港湾（沖縄県） 2009年 3月 






表 6 21世紀森づくり協議会委員会メンバー 




◎盛岡 通 関西大学教授 
中瀬 勲 兵庫県立大学教授 
安田 丑作 神戸大学名誉教授 
加藤 恵正 兵庫県立大学教授 
辻本 一好 神戸新聞社論説委員 
澤木 昌典 大阪大学大学院教授（企画運営推進委員会・まちづくり部会アド
バイザー） 
赤澤 宏樹 兵庫県立大学准教授（森部会アドバイザー） 
吉田 登 和歌山大学教授（産業部会アドバイザー） 
各種団体 
（5名） 
藤原 軍次 尼崎市社会福祉協議会副理事長 
廣川 雅英 尼崎商工会議所議員（産業部会長） 
池田 和也 尼崎青年会議所副理事長 






植木 久一 環境 NGO「あまがさき環境塾・タンポポ」代表 
阿部 利雄 公募委員 
片岡 昭子 公募委員 
黒田 光枝 森部会長 
田代 加奈 まちづくり部会長 
森上 恒 発信部会長 
企業 
（3名） 
小宮山 尚 関西電力（株）神戸支店支店長室長 
中沢 直樹 （株）クボタ代表理事 
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雪永 聡 公募委員（関西熱化学（株）総務人事部部長） 
行政 
（3名） 
藤田 隆司 兵庫県阪神南県民局長 
橘 俊光 兵庫県県土整備部参事（園芸・公園担当） 
御崎 成亮 尼崎市都市整備局次長 
合計 25名   




































































年数 2007年 2008年 2009年 平 2010年 2011年 
参加人数 350名 700名 1500名 雤天中止 1200人 
講演会配布資料により筆者作成 
 
表 9 沼津港湾整備の歴史 
1868～1912 狩野川河口を沼津港として利用 
1933年 12月 狩野川河口右岸にドック式泊地の開削着手 
1937年 5月 内港開設 
1958年 4月 経済の飛躍的な発展を背景に諸物資集散の激増と漁業等荷役入港船舶が急増
し、内港が狭隘になったため、外港建設に着手 
1970年 10月 外港開設（接岸施設、泊地、外郭施設） 
1973年 3月 内港と外港を結ぶ航路（幅 40M）整備 
1984年 内港入口水門整備 
1986～1987年 我入道避難港、離岸堤の建設反対の住民運動⇒ 休止港湾へ 
1996年 第 9次港湾整備計画に基づく港湾機能充実、維持保全のための整備開始 
2000年 5月 特定地域振興重要港湾に選定 
2002年 3月 「沼津港湾振興ビジョン」策定 
2004年 9月 大型展望水門「びゅうお」完成 
2005年 12月 立体駐車場「ぬまづみなとパーキング一号棟」完成 
2007年 11月 「みなとオアシス沼津」認定 
2007年 11月 水産複合施設「沼津魚市場 INO（イーノ）」完成 
2009年 4月 マーケットモール新鮮館 
2012年 9月 ぬまづみなとパーキング二号棟 
みなとオアシス協議会第一次会議配布資料より筆者作成 




表 10 観光振興ビジョン策定懇話会 委員名簿 
 氏名 団体名 
1 菊間 範明 中小企業診断士 
2 大久保 あかね 静岡県観光誘客アドバイザー 
3 杉山 道栄 JTB（日本交通会社）沼津支店長 
4 三輪 俊城 沼津商工会議所 観光サービス業部会長 
5 杉山 匡孝 原町商工会会長 
6 三角 典子 沖電気（株）沼津生産センタ― 
7 榊原 優子 沼津青年会議所 
8 大川 敦士 沼津観光協会専務理事 
9 川合 健次 戸田観光協会会長 
10 作野 アイニー 沼津国際交流協会 
11  中島 寿之 市民募集 
12 布施 健堂 市民募集 
13 市川 保 市民募集 
14 原 貞夫 市民募集 
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神戸』2008年 11月 20日 
井上武史『地方港湾からの都市再生』晃洋書房 2009年 7月 10日 
大岡哲『都市開発の新展開』理工図書 1988年 10月 10日 
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の先進事例から』技報堂出版 2005年 3月 30日 
静岡県「沼津港港湾振興ビジョン」 
陣内秀信 岡本哲志編著 『水辺から都市を読む 舟運で栄えた港
町』法政大学出版局 2002年 7月 10日 
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学芸出版社 2008年 8月 
樋口明彦, 川からのまちづくり研究会著『川づくりをまちづくりに』
京都 : 学芸出版社 2003年 12月10日 
樋口正一郎『イギリスの水辺都市再生』鹿島出版会 2010年 4月 28
日 
兵庫県「尼崎 21世紀の森構想－概要版」2002年 3月 




波書店 2004年 5月 26日 
松浦茂樹 島谷幸宏共著『水辺空間の魅力と創造』鹿島出版会 1987
年 12月 15日 









鹿島出版社 2011年 4月 10日 
Carola Hein編『Port Cities:Dynamic Landscapes and Global 
Networks[Paperback]』Routledge July27,2011 












国土交通省 中部地方整備局 http://www.cbr.mlit.go.jp/ 
財団法人 静岡コンベンション協会
http://www.shizuoka-cvb.or.jp/tour_guide/jp/maps/shimizu.php 
    
    





日本港湾協会 JHTA  http://www.jhta.or.jp/index.html 
沼津市役所http://www.city.numazu.shizuoka.jp/ 
兵庫県市役所 http://web.pref.hyogo.jp/ 
 
